
 
  

   

👀みんなの視力の様子👀 

４月視力検査の結果から、半数近い人がＣ(0.6～0.3)以下となっています。視力がＣ以下になると黒

板の文字が見えにくくなったり、日常生活で困る場面が増えます。 

👀全国と比べてみると・・・👀 

中学生における裸眼視力 1.0未満の生徒の割合は、全国で 61.2%＊１。鶴来中は 69.6%＊２と全国平均よ

りも高くなっています。 

（＊１ 令和 4年度学校保健統計調査より） 

（＊２ 本校では矯正している人の裸眼視力は測定していません。矯正している人は裸眼視力 1.0未満と想定して算出しています。） 

👀どうしたらいいの？👀 

その 1 受診案内をもらったけれど、まだ受診していない人は受診しよう 

メガネをかけたり、矯正度数(メガネやコンタクトレンズのレンズの強さ)

を強くすると目が悪くなるというのは間違いです。正しく矯正することで眼

球への負担は大きく減ります。また、視力低下の原因の多くは近視ですが、

それ以外の病気が隠れているかもしれません。必ず受診をしましょう。 

受診が終わった人は、受診報告書を学校に提出しよう。 

 

   その２ 近視の進行を予防しよう 

近年、近視が将来の目の病気と大きく関連していることが分かってきました。一方で、近視を招

きやすいスマホやタブレットなどの電子機器は、私たちの生活に欠かせないものとなっています。

このことから、電子機器と上手く付き合い、自分の目を守る生活習慣がとても大切です。裏面をし

っかり読んで、取り組んでみましょう。 
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※矯正(メガネやコンタクトレンズを使用すること)している人は、矯正した状態の視力です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者のみなさまへ 

近年、子どもの視力低下が問題となっています。 

メガネなどで矯正すれば問題ないとされてきましたが、データの 

蓄積により、子どもの視力低下は将来の目の病気と大きく関連す 

ることがわかってきました。 

ご家庭におかれましても近視の予防へご理解とご協力をお願い致 

します。 

また、右記 QRコードから詳細についてご確認いただけます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『まっすぐ』は NG？ストレートネックとは 

 背筋を伸ばしてよい姿勢をしているとき、実は首の骨(頸椎)は前方にカーブしています。これは重さ

のある頭を支えるための人体のメカニズム。 



 ところが猫背などの良くない姿勢、スマホやパソコンの画面を見ながらの長時間作業で首の緊張した

状態が続くとだんだんカーブが消えてまっすぐになります。人の頭は約４～６㎏。ストレートネックに

なると約３倍の１８㎏の力がかかります。 

 首の状態 
<セルフチェックしてみよう> 

壁を背にして『気をつけ』姿勢をとる 

正
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・頭痛 

・首の痛み 

・肩こり 

・耳鳴り 

・吐き気 

こんな症状ありませんか 

 

後頭部、肩甲骨、お尻、かかと

の 4か所が自然につく 

 

後頭部が壁に

つかない 



 

１０月はお祭りの季節ですね。お祭りの練習に取り組んでいる話を耳

にして、みなさんが地域の伝統行事を担い頑張っている様子に感心して

います。 

お祭りでは、身近な人から勧誘されることもあるかもしれません。き

っぱりと『NO！』と断る勇気を忘れずに！ 

  

  

 

 

 

 

 

 


